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Abstract

　　　　Anumber　of　studies鋤d　practices　which　deal　with　life　skills　have　been　done　in　the　field

of　sport　psychology　since　Danish　and　Hale（1981）introduced　the　idea　oflife　skills．　However，

there　are　sti1110ts　of　studies　in　which　specific　teaching　method　and　inte］rvention　model　are　not

un（1erstood．

　　　　In　this　study，　the　theoretical　backgτound　of　a　study　on　life　skills　fアom　the　field　of　public

health　and　comlnunity　psychology　to　sport　psychology　was　discussed．　Results　of　this　study

revealed　1）the　mechanism　of　the　acquisition　of　life　skills　is　explained　by　social　learning

theory，2）1ife　skills　program　is　based　on　the　intervention　model　which　emphasizes　the

prevention　of　problem　behavior　or　the（ievelopment　of　psychosocial　aspects．　Additionally，　it

was　claτified　that　the　interve垣ion　model　of　the　study　oll　life　skills　in　the　field　of　sport

psychology　was　started　f㌃om　life　developm斑t　intervention　mode1（LDI）which　is　one　of伍e

development　models．　’

　　　　It　is　assumed　in　LDI　model　that　students　can　acquire　life　skills　through　the　participation　in

athletic　clubs　with　suitable　tTaining　and　supervision．　Experiences　in　sport　sett垣g　in　schoo1－age

shouユd　be　discussed　f士om　the　perspective　of　Iife－span　development．　LDI　model　shows　the

direction　ofastudy　on　life　skills　in　the　field　of　sport　psychology．
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はじめに

　Danish　and　Hale（1981）によってライフスキル（life　skills）という概念が紹介されて以来，体

育・スポーツ心理学領域では，スポーツ活動への参加とライフスキル獲得の関係を扱った研究や

教育実践が盛んに行われている。ライフスキルは学齢期において獲得されるべき，資質や能力を

表現していると考えられることから，児童や生徒を対象としたスポーツ活動への参加とライフス

キルの獲得に関する研究は，スポーツと人間形成の関係を扱う文脈で行われるようになった。そ

して，ライフスキルを説明概念として用いることにより，それまで分かりづらかった両者の関係

について，スポーツ経験を通じた能力の獲得という具体的な説明が可能になったと言える。

　しかし，ライフスキルの獲得を目的として掲げる研究や実践活動が広く行われるようになった

一方で，ライフスキルの獲得を促す具体的な指導内容やその理論的背景までは十分浸透していな

いようである。例えぼ，ライフスキルの獲得にっながる活動はほとんど行われていないにも関わ

らず，スポーツ活動の成果をライフスキルの獲得という観点から説明している実践が認められる。

確かに，スポーツ活動にはライフスキルの獲得に結びつく経験が内包されているが，スポーツ活

動に参加したからといって自動的にライフスキルが獲i得されるわけではない（Danish　et　aL，

1995）。また，ライフスキルプログラムの評価においては，スキルの獲得程度のみを問題とする

研究が少なくない。この場合，ライフスキルの獲得が最終的な目標になっていると考えられるが，

例えぼ，喫煙や飲酒といった健康阻害行動の抑止を碧的としたプログラムでは，ライフスキルの

獲得と共に，スキルの獲得と関係する認知的側面に対する働きかけが視野に含まれている。ライ

フスキルの獲得を目指した活動は，それぞれの集団や教育現場の状況に応じて，様々な方法や目

的に基づいて実施される必要がある。しかしその前提として，ライフスキルはどのように定義さ

れるのか，また，どのような過程を通じて獲得されるのかといった，ライフスキル研究の基礎的

な部分について十分理解した上で実行される必要がある。

　社会科学に関するデータベースを基に現存する資料を遡及したところ，ライフスキルの獲得を

目的とした実践的な研究は1970年代における公衆衛生学及び，コミュこティ心理学を起源とす

るようである。従って，体育・スポーツ心理学領域におけるライフスキルプログラムで用いられ

る技法や介入モデルには，これらの先行研究から得られた知見が反映されているはずである。そ

こで本研究では，まずライフスキルの定義に触れた上で，公衆衛生学及びコミュニティ心理学領

域から体育・スポーツ心理学領域に至る研究の経緯を辿り，ライフスキルの獲得を説明する具体

的方法や理論的背景について論述する。

1．ライフスキルの定義

　WHO（1997）はライフスキルを「日常生活で生じる様々な問題や要求に対して，建設的かつ

効果的に対処するために必要な能力である」と定義している。そして具体的なスキルとして，意

思決定，問題解決，創造的思考，批判的思考，効果的コミュニケーション，対人関係スキル，自

己意識，共感性，情動への対処，ストレスへの対処を挙げている。例えぼ，インターネットから

得られる情報を鵜呑みにせず，真偽にっいて批判的に検討する，また他者と意思疎通を図るため
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に，一方的に意見を述べるだけでなく相手の話に耳を傾けるといった能力は，状況にかかわらず

必要とされる基礎的な能力であり，まさにライフスキルであると言える。なお本研究では，現時

点で最もよく引用され普及していることからWHOによる定義を採用し論を進める注D。

　他方，ライフスキル研究が行われ始めた1970年代以降，ライフスキルを扱った研究者はそれ

ぞれ独自の定義を行ってきた。例えぼ，「効果的に日常生活を送る上で必要な学習された行動」

として，学習可能である点を強調した定義（Brooks，1984）や，「人々が現在の生活を自ら管理・

統制し，将来のライフイベントをうまく乗り切るために必要な能力」として，個人的能力である

ことを強調した定義（Danish　et　aL，1992）などが認められる。いずれの定義も厳密にライフスキ

ルを特定するものではなく，広範なライフスキルを扱う上で研究の焦点を定めることを意図した

ものである。ライフスキルに対する理解を深める上で，具体的なスキルの把握を目的とした定義

は必ずしも必要ではないようである。また，ライフスキルに読み書きや歯磨きといった，実用的

な能力を含めて解釈する場合が認められるようであるが（小田ら，1997），WHO他の研究にお

いてもライフスキルは心理社会的能力に限定されている。

2．各領域におけるライフスキル研究の経緯

1）公衆衛生学領域におけるライフスキル研究

　（1）研究発農の経縫

　公衆衛生学領域では，ライフスキルの獲得を中心に

据え，青少年の喫煙防止を目的としたプログラムの開

発を手掛ける研究がBotvin　et　al．（1980）によって米

国で開始された。70年代当時，喫煙が身体に及ぼす

悪影響について指導する，知識申心型の喫煙防止プロ

グラムは行き詰まりを見せていた。それまでの研究成

果から，青少年の喫煙行動には友人やマスメディアな

どから喫煙に対する圧力を受ける社会的要因（Bvans

et　al．，1978）と，自尊感情や統制感の低さなどの心理

的要因（Williams，1973）が関係していることが明ら

かにされていた。そしてBotvin　et　al．（1980）は，意

思決定スキルや社会的スキル，主張スキルをライフス

キルとして取り上げ，ライフスキルを利用することに

よって友人からの喫煙の誘いやたぼご広告に対処し，

それらに対処できた経験を通じて自尊感情を向上させ

ることを柱とする喫煙予防プログラム（Life　skillS

training，以下LSTとする）を考案した（表1）。

裏1　LSTの内容

1．喫煙：迷信と真実

2．喫煙と生理的反応

3．飲酒：迷信と真実

4．マリファナ：迷信と真実

5．自己イメージと自己改善

6．意思決定

7．メディアの影響

8．不安への対処

9．コミュニケーションスキル

10．ソーシャルスキル

B．主張スキル

　Botvinを中心とするグループは，　LSTの予防対象を青少年による飲酒（Botvln　et　al．，1984），

薬物乱用（Botvin　et　aL，1983）等にも拡大した他，人種や社会階層（Botvin　et　al．，1989b；B◎tvin

et　aL，1992），居住地域（Botvin　et　aL，1989a）が異なる青少年の，健康阻害行動の予防にも効果
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があることを明らかにしている。なお，LSTはWHOを始めとする多くの機関や研究者によって，

米国以外の国々においても様々な形で実施されている（WHO，1997；Caldwell　et　al．，2004；川畑

ら，1998；皆戊ll，2002）。

　（2）理馨緯的背景

　喫煙や飲酒といった健康阻害行動の獲得を未然に防止し，青少年の健全な発達を促進すること

を目的としたLSTの導入は，公衆衛生学と領域が重複する予防医学領域（兜，1988）における，

第一次予防という概念を背景に持っている。Claτk　and　Leavell（1958）によれぼ，予防医学は，

1）健康増進と疾病予防からなる第一次予防，2）早期発見と早期治療からなる第二次予防，

3）リハビリテーションを担う第三次予防の3っのレベルに区分される。なかでも第一次予防は

予防医学において最も重要な段階である。従ってLSTでは，第一次予防を重視し，健康阻害行

動の獲得を未然に防ぐことに最も大きな比重を置いている。喫煙や飲酒など習慣性の強い行動へ

の対処方略として第一次予防が選択されたことは，当然の帰結であると考えられた。

　またLSTでは，マスメディアからの情報を批判的に解釈するための知識や情報の提供と平行

して，主張スキルやストレス対処スキルなどのライフスキルの獲得を目指した活動が実施されて

いる。Jessor（1982）は問題行動理論において，青少年による喫煙などの問題行動は「不安やス

トレスへの対処」，「仲間との連帯の表明」といった，心理的機能を持つと主張している。つまり，

自尊感情が低く能力不足だと感じている青少年にとって，友人からの喫煙の誘いは，皮肉にも不

安を低減したり，仲間との連帯を表明したりする機会となる場合さえあると考えられる。そこで

LSTでは，問題行動を選択することなく，不安やストレスに対処したり仲間と連帯できるよう，

ストレス対処スキルや社会的スキルに関する指導が行われる他，仲間からの喫煙に対する圧力に

抵抗する上で必要な意思決定スキルや主張スキルなどに関する指導が，プログラムに含められて

いる。そして，実際の指導場面では，バンデュラ（1979）による社会的学習理論に基づき，教示，

モデリング，ロールプレイ，フィードバックなどの方法を通じて教室において学習した上で，そ

の内容を宿題として日常生活において実践する方法が用いられている。

　公衆衛生学領域におけるライフスキル研究にっいては，以下のように総括できる。公衆衛生学

領域では青少年の健康阻害行動を予防することを目的に，健康阻害行動に関係する心理的・社会

的要因に焦点を当て，ライフスキルの獲得を柱とする予防プログラム（LST）を開発した。そし

て，第一次予防の重要性に鑑み，健康阻害行動を発現する前にプログラムを実施し，困難を乗り

切るための知識や方法を児童や生徒を対象に指導した。公衆衛生学領域におけるライフスキル研

究は，青少年の健全育成という社会からの要請に応えるなかで発展したと言える。

2）コミュニティ心理学領域におけるライフスキル研究

　（1）研究発展の経緯

　コミュニティ心理学は，60年代の米国において地域精神衛生に携わる心理学者を中心に研究

され始めた，比較的新しい領域である（山本，1976）。当時コミュニティ心理学には，地域社会

における精神衛生上の問題に対する予防策の構築が期待されていたことから，ライフスキル研究

は問題が発生する契機となる，危機への対処方略の開発を冒的に進められた注2）。
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　危機となる事象には，愛する人との離別や交通事故，病気，失職などの偶発的な出来事だけで

はなく，例えぼ，人間の各発達段階において遭遇することのある発達課題への対処など，発達上

の事柄も含まれる（安藤，1979）。これらの危機は，時に過去に身にっけている「技術のレパー

トリー」（Caplan，1961）では解決が難しいことから，変化を伴う否定的な事象として解釈されて

きた。一方で，これまでの安定した状態を再構築し，人間的な成長を導く機会として危機に認め

られる肯定的側面にも目を向ける立場が認められた。Danish　and　Dlaugelli（1980）は後者の立場

から，危機を入生における重要な出来事と位置づけ，ライフスキルの獲得を中心とする個人能力

の強化につなげる機会として位置づけている。危機を肯定・否定両側面から捉える見方は，各発

達段階における危機を健全な仕方で乗り越えることが，次の段階における危機に立ち向かう素地

となるとする，エリクソン（1973＞による生涯発達理論から導かれたものであると言える。

　Gazda（1982）は，人間の発達を7つの側面（心理社会的，身体的・性的，認知的，道徳的，

職業的，自我的，情緒的〉から捉えることを主張している。そして，それぞれの側面に関する先

行研究をもとに，ある年齢や発達段階において獲得するべき包括的なライフスキルが存在すると

している。従って予防的介入では，各側面における発達課題の達成を促進する適切な対処スキル

の指導を，治療的介入では未獲得のライフスキルをトレーニングによって獲得させる指導を通じ

て，精神衛生上の問題に対応する方略を示している。

　またBrooks（1984）は，　Gazdaが発達に関する文献研究に基づき行ったライフスキルの種類の

要約及び，発達理論の研究者が参加したライフスキルの種類に関する3度の討論会の結果をもと

に，ライフスキルに関する305個の記述を選び出した。そして，最終的に対人コミュニケーショ

ン・人間関係スキル，問題解決・意思決定スキル，身体的な健康づくり・維持スキル，アイデン

ティティ発達・入生の目的に関するスキルの4種類に，ライフスキルを分類している。この分類

をもとにDarden　et　al．（1996）は，青少年のライフスキル獲i得程度が測定できるとする65項目

からなる尺度を作成し，カウンセリング場面における利用を薦めている。

　我が国では学校における心理教育的援助サービス（石隈，1999）の実施にあたり，飯田・石隈

（2003）が援助を必要とする生徒を評価する目的で，Darden　et　al．（1996）が作成した尺度をも

と1こ学校生活場面におけるスキルを測定する尺度を作成している。現在はその尺度をもとに，対

処スキルの獲得を目的としたスキルトレーニングなどが実施されている段階にある（飯田・宮村，

2002）。

　（2）理繍的背景

　地域における精神衛生上の問題を予防する方策として，ライフスキルに焦点を当てた研究や実

践が行われるようになった背景には，当時コミュニティ心理学が対応を迫られた対象者に低所得

者層の住民が少なくなかったこと，さらに心理療法を実施できる心理学者が希望者数に対して不

足していたことが関係している（山本，1979）。こうした状況においてコミュニティ心理学領域

では，1）治療が必要になる前に予防的措置によって対処する，2）精神衛生の問題に関して地

域社会の人的，組織的資源を利用して解決を試みる，3）心理学の専門家や医師ではなく地域の

キーパーソンが実行可能な方法を用いる，などの方法が模索されたようである。

　1）に関してキャプラン（1979）は，先述した予防医学領域における第一次予防という概念を

コミュニティ心理学領域に応用した。そして，それまで主流であった精神衛生上の問題が発生し
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た後に対処を行う治療モデルから，本人のみならず地域社会や行政への働きかけを通じて，問題

が発生する前に予防的介入を実施する予防モデルへの移行を導いている。さらにDanish　et　al．

（1980）は，予防モデルを援用するにあたっては，単に病気や精神的な障害の予防を目的とする

のではなく，ライフイベントへの対処を通じて成長できるよう，個人能力の強化を目的とするべ

きであると主張し，生涯発達心理学を背景とした発達モデルを提示している。治療モデルから予

防的なモデルへの移行が進んだ一方で，第一次予防の概念が抽象的であることもあり（Cowen，

1977），その後も第一次予防の実施にあたっては，危機前の安定した状態の再現を重視する介入

と，危機を成長の契機として利用する介入が混在したようである（Danish　et　al．1983．，　Danish　et

al．1984）。

　2）に関して安藤（1972）は，地域精神衛生活動では精神科医や精神衛生の専門家が，住民

個々の問題解決に対して自ら直接援助するという方式をとらず，地域社会のなかでカギを握る

人々（キーパーソン）とされる，一般開業医，警察官，教師，牧師などを対象に精神衛生コンサ

ルテーションを実施し，彼らの対処能力を高めた上で地域社会の住民の援助にあたらせる方法が

用いられるとしている。キャプラン（1979）はキーパーソンを介在させることで，より多くの

人々を対象にできること，さらに対象者を精神科の外来に「患者」として連れてくる必要がなく

なることから，偏見に対応しやすいことを挙げている。また，キーパーソンは地域精神衛生活動

の重要な側面である，ケアー・ネットワークの構築に不可欠な存在である（山本，1974）。

　3）に関しては精神的な問題を発生させる原因として，それまでの伝統的な心理療法が想定し

た無意識などの仮説的な概念を用いずとも，症状そのものの治療が可能となる症例が提出される

ようになったことが間接的に影響している（安藤，1979）。即ち，学習理論に基づく行動療法や

スキルトレーニングの台頭である。Goldstein（1981）はライフスキルや社会的スキルの獲得を目

指したトレーニングの実践例をまとめ，これらを心理的スキルトレーニング（psycholog輌cal　skill

training）として紹介している。その上で，心理的スキルトレーニングの構築に関する心理学の

寄与は，とりわけBanduraが唱えた社会的学習理論によるものであるとしている。また，「セラ

ピー」から「トレーニング」へと表記に変化が認められるように，心理的スキルトレーニングは

未獲得もしくは不足しているスキルを，学習理論に基づいた指導やトレーニングによって補完す

る心理教育的な立場で行われた。従って，地域におけるキーパーソンは精神科医や心理学の専門

家によって指導者としてのトレーニング（例えぼ，D’Augelli　et　al．，1980）を受けた上で，専門家

による指導のもとロールプレイやモデリングなどの技法を用い，トレーナーとしての立場で地域

における活動に関与したようである。

　コミュニティ心理学領域におけるライフスキル研究は，以下のように総括できる。コミュニ

ティ心理学領域では，地域における精神衛生上の問題が発生する契機として危機に注目し，危機

に対処する，もしくは危機を成長の糧とすることを目的に，ライフスキルの獲得を柱とするト

レーニングが開発された。そして，心理学者等による指導のもと地域のキーパーソンがスキルト

レーナーとなり，地域住民が精神衛生上の問題を抱える前に介入を行い，危機を乗り越えるため

の知識や方法を指導した。コミュニティ心理学領域におけるライフスキル研究は，当時米国で台

頭した学習理論に関する研究成果をもとに，地域における精神衛生活動に関する社会からの要請

に応えるなかで発展したと言える。
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3）体蕎・スポーツ心理学領域におけるライフスキル研究

　（1）研究発展の経緯

　本領域におけるライフスキル研究は，コミュニティ心理学者であるDanishを中心とするグ

ループによって開始された。Danlsh（1983）は大学女子バスケットボールチームのコーチとして

の経験に基づき，スポーッは他の社会における活動と比較して個人が持っている能力を強化する

場として有効であると指摘している。その理由として，行動の直後に明確なフィードバヅクが得

られる，明確な始まりと終わりがあり目標に対する進歩の程度が確認できるという，スポーツ活

動の特徴を挙げている。そして，日常生活にはそうした機会がほとんどないことから，個人能力

を強化する上でスポーツ活動の特徴を利用するべきであると主張している。

　先述したように，Danishは生涯発達心理学に基づき，人生全体を視野に入れ個人能力の強化

を目指す発達モデルを主張した人物である。従って，本領域におけるライフスキル研究は生涯発

達的視点からスポーツ経験を捉えており，学童期や青年期におけるスポーツ経験がライフサイク

ルのなかでどのような意味を持つのか，また逆に，ライフサイクルの視点から見ると，そこでの

経験はどうあるべきなのかについて，ライフスキルの獲得を切り口とした説明を試みている。そ

してDanish　et　al．（1993）は，スポーツ場面における危機的な経験（けが，二軍落ちなど）をラ

イフイベントとして捉え，それへの対処過程を通じてライフスキルの獲得を導くことを目的とし

た，生涯発達介入（Life　development　inteTventions，以下，　LDIとする）モデルを提示している。

　一方，80年代の北米におけるスポーツ心理学研究の方向性の一つは，リラクセーションや肯

定的セルフトークなどの心理的スキルの獲得を通じて，ストレスの抑制や注意の集中を促進する

ことにより競技能力の向上を目指す，PSTに向かっていた。　Vealey（1988）は，過去約10年間

に出版されたPSTに関する文献をもとに，今後のPSTに関する研究が進むべき6つの方向性を

示している。その一つとして，Danish　and　Hale（1981）によるLDIモデルを例示し，競技に直接

的に関係する側面だけでなく，個人能力の強化を視野に含めた「全体的アプローチの利用」を主

張している。それは，彼女自身が実施してきたPSTもそうであったように，多くのPSTが競技

能力の向上に目を向けるあまり，選手の背景にある自信や人生目標の欠如，チームメイトやコー

チとの意思疎通の問題といった要因を無視してきた，との反省に基づいたものであった。従って

本領域には，ライフスキル研究が応用される素地が認められたと言える。

　LDIに基づき全米レベルで実施されている活動として，　Petitpas　et　al．（2004）によるPlay　It

Smart　Programや，　Petl輌chk◎ff（2004）によるThe　First　Teeなどが挙げられる。さらに，スポーツ

活動への参加を通じてライフスキルの獲得を目指したプログラムは，北米の他，オーストラリア

やニュージーランドなどで実施されている（Petitpas　et　aL，2005）。これらのプログラムには，参

加者がライフスキルを獲得できるよう計画された，構成的なスポーツ活動が含まれている。つま

り，単にスポーツ活動を実施するだけではなく，目標設定を求めたり，他者とのコミュニケショ

ンを図るような指導が行われている。

　我が国では，運動部活動への参加とライフスキル獲得の関係を扱った一連の研究（上野・中込，

1998；上野，2006，2007a，2007b）において，ライフスキルの獲得を目指した活動が実施されて

いる他は，体育授業を対象とした調査研究（島本・石井，2007a，2007b）などが実施されている

段階にあり，スポーツ活動への参加を通じてライフスキルの獲得を目指す，構成的なプログラム
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の構築には至っていない。なお，本領域におけるライフスキル研究にっいては，上野（2008）が

レビューしている。

　（2）理鶴的背景

　LDIはライフイベントへの遭遇による混乱を回避するのではなく，ライフイベントへの対処過

程の各段階において，問題に対時する選手に適切なサポートを提供しつつ，個人能力の強化を図

ることを目指している。つまり，ライフイベントに対処する一連の過程を成長の機会として捉え

ており，そこでの経験を将来遭遇するライフイベントへの対処につなげる，発達モデルであると
　　　さ

言又る。

　LDIが求める個人能力とは，「人生計画を立て，自立すると共に，必要に際して他者の支援を

求める能力」（Danish　and　Hale，1983）であり，目標設定を中心とするライフスキルの獲i得を通じ

て強化される。そして，その過程で得られる自らの未来に対する統制感や，自己効力感の向上を

重視しており（Danlsh　et　aL，1992），　LDIは全体として，ライフスキルの獲得に止まらず，統制

感や自己効力感など認知的側面に対する影響を視野に含めている。

　また，ライフスキルの獲得を中心とした指導は，ライフイベントに遭遇する前の時点で実施さ

れる，強化ストラテジーに含まれている（図1）。他領域におけるライフスキル研究がそうで

あったように，LDIにおいてもライフイベントに遭遇する前に実施される介入方略が，最も重視

されている。そして，ライフスキルの獲得を促進する指導内容として，玉）どのような行動がな

ぜ重要なのかに関する教示，2）実際にどのように行動すべきかにっいての具体例の提示，3）

うまく行動できているかどうかについてのフィードバックと試行の継続，4）日常生活場面にお

ライフイペント

発生前 対処中 終了後

強化ストラテジー 支援ストラテジー カウンセリング

ストラテジー

ライフイベント
を予期させる

他領域にスキル
を般化させる

ライフイベントへの
対処に必要なスキル

　　を指導する

図1LDIモデル（Danish　et　aL，1995）
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ける利用の促進，などが提示されており（Danish　et　al．，1995），スキルの獲得に関しては，社会

的学習理論に基づいた取り組みが推奨されている。

　体育・スポーツ心理学領域におけるライフスキル研究は，以下のように総括できる。体育・ス

ポーツ心理学領域では，スポーツ場面における危機的な経験に対処する一連の過程を成長の機会

として捉え，ライフスキルの獲得を通じて個入能力の強化を図る，LDIモデルが提示された。そ

してLDIモデルに基づき，構成的なスポーツ活動への参加を通じてライフスキルを獲得できる

よう計画されたプログラムが開発され，児童や生徒の個人能力の強化を目的に実施されている。

体育・スポーツ心理学領域におけるライフスキル研究は，学童期や青年期におけるスポーツ経験

のあるべき姿について，ライフサイクルの視点から検討するなかで発展したと言える。

3．まとめ

　本研究では，公衆衛生学及びコミュニティ心理学から始まり体育・スポーツ心理学領域に至る

ライフスキル研究について，研究発展の経緯及び理論的背景にっいて概説した。ここでは各領域

で実施されてきた研究の成果について，用いられた理論及び介入モデルに基づいて比較，検討す

る。

　表2は，ライフスキルの獲i得を説明する理論及び介入モデルについて，各領域における研究を

比較した結果である。その結果，まずライフスキルの獲得について，ライフスキルは学習によっ

て獲得可能な能力であるとされ，その学習過程は，教示，モデリング，フィードバックなどの方

法を用いる，社会的学習理論によって説明されることが明らかになった。日常生活に対する不適

応や健康を阻害する行動に走る原因を，パーソナリティや環境などではなく能力の不足に求める

ことにより，学習を通じてそうした状況や行動の克服が可能である，とする考え方が導かれた。

能力の獲得は，その能力が利用され，また必要とされる場面を通じて行われる。従って，コミュ

ニケーション能力であれば他者との意見交換の場面，目標設定能力であれば個入的な目標の達成

に向けた場面が，それぞれの能力の獲得に関係する場面であると考えられる。っまり，能力に注

目することにより，介入を行うべき場面が特定され，具体的な介入プログラムの構築が容易に

なったと言える。学習可能であるというライフスキルの特徴は，領域に関係なく，ライフスキル

研究の土台であることが確認された。

袈2　各領域におけるライフスキルの獲褥を鋭明する主な理瞼及び介入モデル

公衆衛生学 コミュニティ心理学　　体育・スポーツ心理学

理論　　社会的学習理論　　社会的学習理論 社会的学習理論

介入モデル　　予防モデル 予防or発達モデル 発達モデル

　他方，介入モデルにっいては，ライフスキルの獲得を目指したプログラムは治療ではなく，予

防もしくは発達モデルに基づくことが明らかになった。公衆衛生学及びコミュニティ心理学にお
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けるライフスキル研究は，それぞれ予防医学における第一次予防の概念から発展したことから，

健康を阻害する行動や精神衛生上の問題が生じる前の段階における対応に注目してきた。Botvin

et　al．（1980）によるLSTや，　Gazda（1982）による介入モデルは，危機経験を通じた対処能力の

向上を扱っているものの，健康を阻害する行動や精神衛生上の問題の抑止に重点を置く，予防モ

デルである。それに対してLDIモデルは，人生における成長や変化を連鎖的なものとする，ラ

イフサイクルの視点からライフイベントを捉え，そこでの経験を通じた個人能力の強化に注目す

る，発達モデルであると言える。Danish　et　al．（2005）は「健康を阻害する行動を抑えたり，止

めさせることは明らかに重要であると考えているが，一方で，青少年を問題行動の有無の観点か

らではなく，彼らの潜在能力や強さの観点から評価することも，同様に重要である。なぜなら，

問題がないことは能力があることや成功と同じではないからである」として，青少年の発達に焦

点を合わせるよう示唆している。

　学齢期におけるスポーツ活動，特に運動部活動については，スポーツの楽しさを味わったり，

体力の向上に役立つだけではなく，人間的な成長を導く活動であると，多くの生徒や保護者から

評価されている（文部科学省体育局体育課，1998）。一方で，経験の仕方によっては参加者の心

理社会的発達に悪影響を及ぼす可能性すら指摘されている（Ogilvie　and　Tutko，1970；市村，

1978；岸ら，1987；Hodge　and　Danish，1999）。学齢期におけるスポーツ経験については，人生全

体を見据えた上でそこでの経験内容を検討する必要がある。ライフサイクルの視点からスポーツ

経験を捉えるLDIモデルは，学齢期におけるスポーツ経験の在り方を考える上で，ライフスキ

ルの獲得を通じた個人能力の強化というピーっの方向性を示すモデルであると考えられる。

イ寸　配

　本研究は，平成17－19年度文部科学省科学研究費補助金（若手研究（B）課題番号17730501）

の配分を受けて行われました。

注

注1）ライフスキル研究には，例えぼ社会的スキルや個人的スキルなど，ライフスキルと同種も

　　　しくはその一部のスキルを指す表記や，心理社会的スキルなど別の側面からライフスキル

　　　を捉えた表現が認められる他，研究者によってその区別が異なる場合が認められる。杉山

　　　（2005）が指摘しているように，これらのスキルの概念や用語の使用は研究領域によって

　　　異なり，類似の概念が異なる用語によって説明されているという背景が認められる。なお

　　　本研究では，ライフスキルとする表記を用いている研究のみを対象とした。

注2）Caplan（1961）は，「精神衛生（mental　health）という概念は非常にはっきりしないもので

　　　あり，身体的な衛生（physical　health）という概念と同様科学的に有効な概念ではない。

　　　だが漠然とした形で用いて，焦点づけの概念（focal　concept）としての価値はある」とし

　　　ている。
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